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１ 招集告示 

  福島県後期高齢者医療広域連合告示第３号 

 

 平成２２年第１回福島県後期高齢者医療広域連合議会定例会を、次のとおり招集する。 

 

  平成２２年２月１日 

 

           福島県後期高齢者医療広域連合長  瀬 戸 孝 則 

 

(1) 日 時  平成２２年２月２５日(木)午後２時３０分 

 

(2) 場 所  福島テルサ ３階 「あぶくま」 

 

(3) 付議事件 

  ア 福島県後期高齢者医療広域連合職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正

する条例の制定について 

  イ 福島県後期高齢者医療広域連合職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制

定について 

  ウ 福島県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療制度臨時特例基金条例の一部を改正

する条例の制定について 

  エ 福島県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例

の制定について 

  オ 福島県市町村総合事務組合を組織する団体数の減少及び福島県市町村総合事務組合

の規約の変更について 

  カ 平成２１年度後期高齢者医療広域連合一般会計補正予算（第２号） 

  キ 平成２１年度福島県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療特別会計補正予算 

    （第２号） 

  ク 平成２２年度福島県後期高齢者医療広域連合一般会計予算 

  ケ 平成２２年度福島県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療特別会計予算 

 

２ 招集年月日 

  平成２２年２月２５日 

 

３ 招集の場所 

  福島テルサ ３階 「あぶくま」 

 

４ 会議の時刻 

  平成２２年２月２５日午後２時３０分開会、午後３時３５分閉会 
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５ 応招議員 

   １番 原 正夫君     ３番 山口信也君     ４番 仁志田昇司君 

   ６番 大樂勝弘君     ７番 鈴木義孝君     ８番 遠藤雄幸君  

   ９番 田澤豊彦君    １０番 山口耕治君    １１番 波多野広文君 

  １３番 佐藤喜三郎君   １４番 関澤和人君    １５番 大和田昭君  

  １６番 坂本紀一君  

 

６ 不応招議員 

   ２番 渡辺敬夫君     ５番 竹内昰俊君    １２番 市川清純君  

 

７ 出席議員 

  「５ 応招議員」に同じ。 

８ 欠席議員 

  「６ 不応招議員」に同じ。 

 

９ 地方自治法第１２１条の規定により説明のために出席した者の職氏名 

     広域連合長   瀬 戸 孝 則 君    副広域連合長  古 川 道 郎 君  

     会計管理者   安 倍 誠 一 君   事 務 局 長  鈴 木 英 司 君 

     事務局次長  佐 藤  淳 君   総 務 課 長  菊 地 弘 美 君 

     業 務 課 長   菊 地 清 寿 君   資格管理係長  赤 井 尚 也 君 

     給 付 係 長   高 原  茂 君  

 

１０ 議事日程 

   日程第 １  諸般の報告 

   日程第 ２  議席の指定 

   日程第 ３  会議録署名議員の指名 

   日程第 ４  会期の決定 

   日程第 ５  議案第１号ないし第９号の提出 

   日程第 ６  提案理由の説明 

   日程第 ７  一般質問 

   日程第 ８  議案第１号 福島県後期高齢者医療広域連合職員の勤務時間、休暇等 

                に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

   日程第 ９  議案第２号 福島県後期高齢者医療広域連合職員の給与に関する条例 
                の一部を改正する条例の制定について 
   日程第１０  議案第３号 福島県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療制度臨時 

                特例基金条例の一部を改正する条例の制定について 

   日程第１１  議案第４号 福島県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療に関する 

                条例の一部を改正する条例の制定について 
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   日程第１２  議案第５号 福島県市町村総合事務組合を組織する団体数の減少及び 

                福島県市町村総合事務組合の規約の変更について 

   日程第１３  議案第６号 平成２１年度後期高齢者医療広域連合一般会計補正予算 

                （第２号） 

   日程第１４  議案第７号 平成２１年度福島県後期高齢者医療広域連合後期高齢者 

                医療特別会計補正予算（第２号） 

   日程第１５  議案第８号 平成２２年度福島県後期高齢者医療広域連合一般会計予 

                算 

   日程第１６  議案第９号 平成２２年度福島県後期高齢者医療広域連合後期高齢者 

                医療特別会計予算 

 

１１ 本日の会議に付議した事件 

  「１０ 議事日程」に同じ。 

 

１２ 会議の経過 

   事務局次長（佐藤 淳君） それでは、定刻となりましたので、ただいまより定例会 
   を進めてまいりたいと思います。 
    それでは、田澤豊彦議長、よろしくお願いいたします。 

(１) 開会の宣告 

   議長（田澤豊彦君） ただいま出席議員が定足数に達しておりますので、これより平 

   成２２年第１回福島県後期高齢者医療広域連合議会定例会を開会します。 

    この際、ご報告いたします。 

    渡辺敬夫君、５番竹内昰俊君、１２番市川清純君より欠席の届けがありました。 

    それでは、直ちに本日の会議を開きます。 

                                 （午後２時３０分） 

(２) 諸般の報告 

   議長（田澤豊彦君） 日程第１、諸般の報告を行います。 

    ７月定例会以後に議員の異動がありましたので、報告いたします。 

    ９月２７日に櫛田一男君が任期満了により、１１月１２日、鈴木巖君が任期満了に 

   より、また、本年２月１１日に白井英男君と仁志田昇司君が任期満了となりました。 

    これにより補欠選挙が執行され、渡辺敬夫君、関澤和人君、山口信也君、仁志田昇 

   司君が当選されましたので、報告します。 

(３) 議席の指定 

   議長（田澤豊彦君） 日程第２、議席の指定を行います。 

    今回、補欠選挙において当選された議員の議席を、渡辺敬夫君を２番、山口信也君 

   を３番、仁志田昇司君を４番、関澤和人君を１４番に指定します。 

(４) 会議録署名議員の指名 

   議長（田澤豊彦君） 次に、日程第３、会議録署名議員の指名を行います。 
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   会議録署名議員に、４番仁志田昇司君、１３番佐藤喜三郎君を指名します。 

(５) 会期の決定 

   議長（田澤豊彦君） 次に、日程第４、会期の決定を議題とします。 

    本定例会の会期は、本日１日間とし、会期中の日程につきましては、お手もとに配 

   付しております議事日程のとおりとすることにご異議ありませんか。 

              （「異議なし」という声あり） 

   議長（田澤豊彦君） ご異議なしと認めます。よって、会期は、本日１日間と決定い 

   たしました。 

(６) 議案第１号ないし第９号の提出 

   議長（田澤豊彦君） 次に、日程第５，議案第１号ないし第９号の提出を行います。 

    ただいま広域連合長から議案の提出がありました。議案は、先にお手もとに配付し 

   ておりましたので、ご了承願います。 

(７) 提案理由の説明 

   議長（田澤豊彦君） 次に、日程第６、提案理由の説明を行います。 

    議案第１号ないし第９号を一括議題とします。 

    広域連合長より、提案理由の説明を求めます。 

              (広域連合長より「議長」との発言あり) 

   議長（田澤豊彦君） 広域連合長。 

   広域連合長（瀬戸孝則君） それでは、提案理由の説明を申し上げたいと存じます。 

    本日、平成２２年第１回福島県後期高齢者医療広域連合議会定例会を招集いたしま 

   したところ、ご参集を賜りましたこと厚く御礼を申し上げる次第でございます。 

    本定例会に提出いたしました案件は、平成２２年度と２３年度の保険料率改定に係 

   る条例改正、また平成２２年度各会計予算を含めまして議案が９件でございます。提 

案理由を申し上げるに先立ちまして、後期高齢者医療制度に関して広域連合長として 

   平成２２年度の制度運営に対する所信を申し上げまして、ご理解とご協力を賜りたい 

   と存じます。 

    さて、振り返りますと、平成２０年度の制度施行時には、被保険者をはじめ多くの 

   方から問い合わせが寄せられたところでございます。この間、構成市町村の皆様の協 

   力もいただき、制度の定着に努めてまいりました。 

平成２１年度は、寄せられる苦情等もほとんどなく、定着が進んでいるものと判断 

しているところでございますが、昨年８月の総選挙により政権交代がなされまして、 

新政権においては、本制度について平成２４年度末で廃止するとの方針が示されたと

ころでございます。 

既に、国におきましては「高齢者医療制度改革会議」、これを設置しまして、現在新

しい高齢者医療制度の議論がなされているところでございます。広域連合といたしま

しては、全国広域連合協議会を通して国への要望活動も実施してまいったところでご

ざいますが、被保険者の方をはじめ国民が納得できる新制度となるよう期待するとこ

ろでございます。 
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平成２４年度まで、あと３年間は本制度が継続することとなりますこ 

とから、被保険者の方々から安心して医療を受けられるよう、引き続き制度を運営し

ていく所存でございます。 

 さて、平成２２年度と２３年度の新保険料率につきましては、大幅な上昇を抑制す 

   るため、平成２０年度と２１年度の２年間の運営で見込まれる剰余金を全額活用し、 

   更に県に財政安定化基金の活用をお願いしながら極力抑制を図ったものでございます。 

    具体的には、均等割額を据え置きとすることで、均等割額のみを負担いただく、所 

   得の低い方を含む約７割の被保険者の保険料については、従前と変わらないものとい 

   たしたところでございます。 

    次に、今後の重点的な取り組みでございますが、残された３か年、保険者としての 

   機能強化にしっかりと対応していくため、主に次の３点について主体的に取り組んで 

   まいりたいと考えております。 

一つ目は、保険料の収納対策。二つ目は、医療費の適正化に対する取り組み。三つ 

目は、健康診査の受診率を上げる取り組みでございます。 

いずれの課題も広域連合だけで対応することは難しいものでございまして、今後と 

  も構成市町村及び県、関係機関のご協力をいただきながら、鋭意取り組んでまいりた 

  いと考えておるところでございます。 

  次に、予算編成等に当たり、特に留意した点などについて申し上げたいと思います。 

  まず、平成２１年度の補正予算についてでございますが、一般会計補正予算につい 

   ては、国の平成２１年度二次補正において、平成２２年度分の低所得者への保険料軽 

   減分等が措置されたことから、臨時特例基金に積み立てを行うための補正増が主なも 

   のでございます。 

また、特別会計補正予算については、療養給付費の額が当初予算を下回る見込みの 

ため減額補正をするものでございます。それに併せて、歳入についても所要の補正を

行うものでございます。 

 次に、平成２２年度の当初予算についてでございますが、一般会計につきましては、 

   構成市町村の共通経費負担金及び広域連合職員の人件費となります負担金が主なもの 

   でございます。 

次に、特別会計予算につきましては、新保険料率算定時の財政計画に基づき、被保 

険者数の増加や一人当たりの医療給付費の増加などを勘案したものとなっており、歳 

入についても所要の内容となっておるところでございます。 

平成２２年度の財政運営につきましては、引き続き効率的かつ適正な執行に努めて 

まいりたいと考えているところでございます。慎重なるご審議のうえ、ご議決を賜り 

ますようお願い申し上げます。 

それでは、提案理由の説明を行いたいと思います。 

議案第１号「福島県後期高齢者医療広域連合職員の勤務時間、休暇等に関する条例 

   の一部を改正する条例の改正について」並びに議案第２号「福島県後期高齢者医療広 

   域連合職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定について」でございますが、 
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   福島県人事委員会勧告に基づく所要の改正のため条例案を提出するものでございます。 

    議案第３号「福島県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療制度臨時特例基金条例 

   の一部を改正する条例制定について」でございますが、低所得者や被用者保険の被扶 

   養者であった方に対する保険料の軽減策の継続により、措置された臨時特例交付金を 

   受け入れるために所要の改正を行うため、条例案を提出するものでございます。 

    議案第４号「福島県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療に関する条例の一部を 

   改正する条例の制定について」でございますが、保険料率の改定並びに低所得者等に 

   かかる保険料の軽減について所要の改正を行うため、条例案を提出するものでござい 

   ます。 

    議案第５号「福島県市町村総合事務組合を組織する団体数の減少及び福島県市町村 

   総合事務組合の規約の変更について」でございますが、組合を構成する団体の脱退及 

   び名称変更のため、規約変更について提出するものでございます。 

    議案第６号「平成２１年度福島県後期高齢者医療広域連合一般会計補正予算（第２ 

   号）」でございますが、収入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１８億２,４３６万８, 

   ０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２９億６,２３３万２,０ 

   ００円とするものでございます。 

    議案第７号「平成２１年度福島県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療特別会計 

   補正予算（第２号）」でございますが、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１０ 

   ２億４６１万８,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２,１１ 

   ２億８,２４７万４,０００円とするものでございます。 

    議案第８号「平成２２年度福島県後期高齢者医療広域連合一般会計予算」でござい 

   ますが、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ８億５,６４９万６,０００円とする 

   ものでございます。 

    議案第９号「平成２２年度福島県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療特別会計 

   予算」でございますが、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ２,２０５億７,６５ 

   ６万８,０００円とするものでございます。 

    以上、議案９件についての提案理由の説明といたします。よろしくご審議のうえ、 

   ご議決を賜りますようお願い申し上げます。以上でございます。 

(８) 一般質問 

   議長（田澤豊彦君） 次に、日程第７、一般質問を行います。 

    順序に従いまして発言を許可します。 

    １番原 正夫君。 

   １番（原 正夫君） 議長のお許しを得ましたので、通告に従い質問させていただき 

   ます。 

    まず、瀬戸広域連合長におかれましては、制度の運営に当たり、構成市町村との連 

   携を図りながら取り組んでおられますことに改めて敬意を表するものであります。こ 

   の後期高齢者医療制度は、高齢化の進展に伴い、老人医療費が年々増大する中、現役 

   世代と高齢者世代の負担を明確化するとともに、将来にわたって安定的な制度運営が 
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   図られるよう創設されたものであると認識をいたしております。制度開始当初は、後 

   期高齢者という名称に係る苦情等や年金からの天引き等にかかる不満の声、更には、 

   当該制度の周知不足に対する多くの問い合わせが寄せられたところでありますが、負 

   担の公平性や国民皆保険を持続可能なものとするための制度として考えてみますと、 

   公費で５割、現役世代からの支援金で４割、保険料１割で、高齢者の医療費を賄うと 

   いう観点からは、分かりやすい仕組みであると考えております。近年の高齢化社会の 

   進展に伴い、今後は支える側の現役世代が減少していくことが明らかなことから、高 

   齢者の方にも一定のご負担をいただくのはやむを得ないものと思われますが、あまり 

   にも急激な負担増となるようなことは避けるべきであり、平成２２年度と２３年度の 

   保険料については、極力上昇を抑える必要があるものと考えております。また本制度 

   は、この後３年間は継続するわけでありますから、今後とも被保険者が安心して医療 

   を受けられるよう、引き続き広域連合の安定的な財政運営をお願いしたいと考えてお 

   ります。 

    そこで今回、新保険料率の算定に当たっての基本的な方針と、今後３年間の安定的 

   な財政運営に関する考えについてお伺いいたしたいと思います。 

              (広域連合長より「議長」との発言あり) 

   議長（田澤豊彦君） 広域連合長。 

   広域連合長（瀬戸孝則君） 郡山の原市長さんでございますが、この制度上、原議員 

   さんと呼ばせていただきますので、ご了承いただきたいと思います。１番原議員さん 

   のご質問にお答えいたします。 

    今回の新保険料率の算定に当たりましては、できる限り多くの被保険者の保険料の 

   増加抑制に努めるため、被保険者全員にかかる均等割額を据え置くことを第一に考え 

   試算してまいりました。そのため、広域連合の剰余金を全額投入し、現在まで積み立 

   てた県の財政安定化基金と今後積み立てる基金の一部を活用することといたしました。 

   その結果、均等割額の据え置きと同時に、一人当たり保険料額につきましても年間３ 

   ９０円の増加、率にして０.８６％の増加にとどめることができた次第でございます。 

    また、今後の財政運営に当たりましてでございますが、保険料収納率の低下や医療

給付費の急激な増加などのリスクにも的確に対応するため、今後とも効率的な予算執

行に努めるとともに、財政安定化基金を適時適切に活用することにより、被保険者の

皆様の安心と信頼が得られる財政運営に努めてまいりたいと考えております。 

 なお、詳細につきましては、事務局長より答弁いたさせますので、ご了承を願いた 

   いと存じます。 

              (事務局長より「議長」との発言あり) 

   議長（田澤豊彦君） 事務局長。 

   事務局長（鈴木英司君） それでは、お答えをいたします。 

    広域連合の剰余金につきましては、７月定例会でご議決をいただいた補正予算にお 

   ける予備費の約２０億円に加えまして、国から普通調整交付金の追加交付が約１０億 

   円見込まれることとなりましたことから、今年度末で合計約３０億円の剰余金を見込 
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   んでございます。一方、県の財政安定化基金につきましては、現在まで２か年で約１ 

   ２億円が積み立てられております。今回の新保険料率算定に当たりましては、均等割 

   額を据え置くためには剰余金と基金を合わせまして約４３億円が必要であると判断し、 

   そのため、剰余金約３０億円を全額投入するとともに、既に積み立てた基金約１２億 

   円と今後積み立てる基金約１億円を活用することとしたところでございます。 

    また、今後の広域連合の財政運営につきましては、特別徴収から普通徴収への変更 

   が進んでいることや、今後の経済情勢の悪化等により保険料収納率の低下、更には、 

   新型インフルエンザに代表される医療給付費の突発的な変動など、さまざまなリスク 

   が発生することも想定しながら行っていく必要があると考えてございます。 

広域連合といたしましては、構成市町村の協力を得ながら、保険料収納率の上昇に

努めるとともに、ジェネリック医薬品の使用促進や重複頻回受診者への訪問指導の拡

充など、医療費適正化事業の充実強化を図り、更には、今後積み立てる財政安定化基

金を効果的に活用することにより、制度廃止までの３か年間、安定した財政運営を行

ってまいりたいと考えておるところでございます。 

   議長（田澤豊彦君） これにて一般質問を終結します。 

(９) 議案第１号の説明、採決 

   議長（田澤豊彦君） 次に、日程第８、議案第１号「福島県後期高齢者医療広域連合 

   職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定について」を議題 

   とします。 

    事務局より説明を求めます。 

              (事務局長より「議長」との発言あり) 

   議長（田澤豊彦君） 事務局長。 

   事務局長（鈴木英司君） それでは、議案書をご準備いただきたいと思います。 

    議案書の１ページをお開き願います。 

「議案第１号、福島県後期高齢者医療広域連合職員の勤務時間、休暇等に関する条例 

の一部を改正する条例の制定について」ご説明申し上げます。内容につきましては、 

２ページに記載してございますけれども、恐れ入りますが、別添のＡ４判横の議案の 

説明資料をご準備いただきたいと思います。 

説明資料の１ページをお開きいただきたいと思います。 

 このたび、一般職の職員の勤務時間、休暇等に関する法律等が一部改正されたこと 

   に伴う改正でございまして、記載のとおり勤務時間を１日１５分短縮をしまして、１ 

   週３８時間４５分とするものでございまして、平成２２年４月１日から施行するもの 

   でございます。 

２ページをお開きいただきたいと思います。改正条項等については、新旧対照表に 

記載のとおりでございます。 

    以上が議案第１号の説明でございます。ご審議のほど、よろしくお願い申し上げま 

   す。 

   議長（田澤豊彦君） それでは、議案第１号の質疑を行います。 
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              （「質疑なし」という声あり） 

   議長（田澤豊彦君） なければ、これをもって議案第１号に対する質疑を終結します。 

    これより討論に入ります。 

              （「討論なし」という声あり） 

   議長（田澤豊彦君） なければ、これをもって討論を終結し、採決します。 

    議案第１号は、これを原案どおり決定することにご異議ありませんか。 

              （「異議なし」という声あり） 

   議長（田澤豊彦君） ご異議なしと認めます。よって、議案第１号は、原案どおり可

決されました。 

(10) 議案第２号の説明、採決 

   議長（田澤豊彦君） 次に、日程第９、議案第２号「福島県後期高齢者医療広域連合 

   職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について」を議題とします。 

    事務局より説明を求めます。 

              (事務局長より「議長」との発言あり) 

   議長（田澤豊彦君） 事務局長。 

   事務局長（鈴木英司君） それでは、議案書の３ページをお開き願います。 

「議案第２号、福島県後期高齢者医療広域連合職員の給与に関する条例の一部を改正

する条例の制定について」ご説明申し上げます。議案書につきましては、次ページ４ 

ページから７ページまで記載してございますけれども、引き続き議案説明資料の方で 

ご説明したいと思います。 

 説明資料の方の３ページをお開きいただきたいと思います。 

福島県人事委員会勧告に準拠しまして改正するものでございます。その内容でござ 

いますけれども、記載のとおり住居手当については、持ち家分については廃止、更に 

通勤手当については支給限度額の引き上げ、また期末勤勉手当は合わせて０.３８月の 

引き下げ、更に基本給で平均給与０.５３％の引き下げを行うものでございまして、平 

成２２年４月１日から施行するものでございます。なお、広域連合の職員の実際の支 

給に当たりましては、派遣元の給与条例に基づくということにしてございます。 

次の４ページ、５ページが改正条項でございます。更に６ページから８ページにつ 

きましては、別表給料表に基本給改正分をしてございます。 

以上が、議案第２号の説明でございます。ご審議のほど、よろしくお願い申し上げ 

   ます。 

   議長（田澤豊彦君） それでは、議案第２号の質疑を行います。 

              （「質疑なし」という声あり） 

   議長（田澤豊彦君） ないようですので、これをもって議案第２号に対する質疑を終 

   結します。 

    これより討論に入ります。 

              （「討論なし」という声あり） 

   議長（田澤豊彦君） ないようですのでこれをもって討論を終結します。採決します。        
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議案第２号は、これを原案どおり決定することにご異議ありませんか。 

              （「異議なし」という声あり） 

   議長（田澤豊彦君） ご異議なしと認めます。よって、議案第２号は、原案どおり可 

決されました。 

(11) 議事日程の順序の変更についての議決 

   議長（田澤豊彦君） この際お諮りいたします。 

    日程の順序を変更し、日程第１１、議案第４号「福島県後期高齢者医療広域連合後 

   期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の制定について」を先に審議したい 

   と思います。ご異議ありませんか。 

              （「異議なし」という声あり） 

   議長（田澤豊彦君） ご異議なしと認めます。よって、日程の順序を変更し、日程第 

１１、議案第４号を先に審議することに決定しました。 

(12) 議案第４号の説明、採決 

   議長（田澤豊彦君） 日程第１１、議案第４号「福島県後期高齢者医療広域連合後期 

   高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の制定について」を議題とします。 

    事務局より説明を求めます。 

              (事務局長より「議長」との発言あり) 

   議長（田澤豊彦君） 事務局長。 

   事務局長（鈴木英司君） それでは、議案書の方の１０ページをお開きいただきたい 

   と思います。 

   「議案第４号、福島県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療に関する条例の一部を 

   改正する条例の制定について」ご説明申し上げます。議案書につきましては、１１ペ 

   ―ジから１２ページに記載してございますけども、引き続き議案説明資料によりまし 

   てご説明申し上げたいと思います。 

    説明資料の１１ページをお開き願います。 

今回の改正は、平成２２年度及び平成２３年度、２か年の新たな保険料率及び保険 

料の軽減措置の継続等による改正でございます。 

次ページ、１２ページをお開き願います。 

改正案でございますが、第９条が所得割率でございまして、現行の１００分の７. 

４５を７.６０とするものでございます。均等割額につきましては、第１０条でござい 

ますが、４万円に据え置くものでございます。第１２条は、恐れ入ります、裏面別表 

をご覧願います。附則別表につきましては、不均一賦課の４町村の分でございまして、 

いわゆる均一保険料との差を現行の６分の３から今期は６分の４とするものでござい 

ます。また、その下の別表でございますけれども、これは無医地区及び準ずる地域に 

かかる料率設定してございます。本県には該当はないわけでございますけれども、万 

が一診療所等が廃止になった場合のことを想定して設定しているものでございます。 

併せて、今回の料率改定の中で改正するものでございます。 

  恐れ入りますが、１２ページの方、前のページにお戻りいただきたいと思います。 
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    附則の第１５条から第１７条でございますけれども、これは被扶養者であった被保 

   険者の均等割９割軽減、更に均等割７割軽減を８.５割とする軽減措置、それが継続さ 

   れることに伴う表記となってございます。なお、本条例は公布の日から施行すること 

   として、適用区分のところで平成２１年度分までは従前の対応をするとしたものでご 

   ざいます。 

    以上が、議案第４号の説明でございます。ご審議のほど、よろしくお願い申し上げ 

   ます。 

   議長（田澤豊彦君） それでは、議案第４号の質疑に入ります。 

              （「質疑なし」という声あり） 

   議長（田澤豊彦君） ないようですので、これをもって議案第４号に対する質疑を終 

   結します。 

    これより討論に入ります。 

              （「討論なし」という声あり） 

   議長（田澤豊彦君） ないようですので、これをもって討論を終結し、採決します。 

    議案第４号は、これを原案どおり決定することにご異議ありませんか。 

              （「異議なし」という声あり） 

   議長（田澤豊彦君） ご異議なしと認めます。よって、議案第４号は、原案どおり可

決されました。 

(13) 議案第３号の説明、採決 

   議長（田澤豊彦君） 次に、日程第１０、議案第３号「福島県後期高齢者医療広域連 

   合後期高齢者医療制度臨時特例基金条例の一部を改正する条例の制定について」を議 

   題とします。 

    事務局より説明を求めます。 

              (事務局長より「議長」との発言あり) 

   議長（田澤豊彦君） 事務局長。 

   事務局長（鈴木英司君） それでは、議案書の８ページをお開き願います。 

   「議案第３号、福島県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療制度臨時特例基金条例 

   の一部を改正する条例の制定について」ご説明申し上げます。議案書については９ペ 

   ージに記載してございますけれども、引き続きＡ４判横の説明資料により説明をさせ 

   ていただきます。 

    説明資料の９ページをお開き願います。 

９ページ記載のとおり本基金は制度の円滑な施行を図るために設置しておりますけ 

れども、議案第４号で説明いたしました平成２２年度も保険料の軽減措置が継続され 

ることに伴いまして、処分の条件と条例の廃止の期日の延長を行うものでございます。 

その内容でございますけれども、１０ページを、次のページをお開き願いたいと思

います。改正案、第２条につきましては、文言の適正化でございます。第６条の第１

号が被扶養者であった被保険者の均等割９割軽減に、第５号については、低所得者の

均等割９割軽減と所得割の２分の１軽減、また、第６号は、均等割７割軽減を８.５割 
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   にそれぞれ軽減財源として充てることができるとするものでございます。なお、附則

におきまして、この措置によりまして、継続措置によりまして条例の施行期間を延長

するものでございます。 

 以上が議案第３号の説明でございます。ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

   議長（田澤豊彦君） それでは、議案第３号の質疑に入ります。 

              （「質疑なし」という声あり） 

   議長（田澤豊彦君） ないようですので、これをもって議案第３号に対する質疑を終 

   結します。 

    これより討論に入ります。 

              （「討論なし」という声あり） 

   議長（田澤豊彦君） ないようですので、これをもって討論を終結し、採決します。 

    議案第３号は、これを原案どおり決定することにご異議ありませんか。 

              （「異議なし」という声あり） 

   議長（田澤豊彦君） ご異議なしと認めます。よって、議案第３号は、原案どおり可 

決されました。 

(14) 議案第５号の説明、採決 

   議長（田澤豊彦君） 次に、日程第１２、議案第５号「福島県市町村総合事務組合を 

   組織する団体数の減少及び福島県市町村総合事務組合の規約の変更について」を議題 

   とします。 

    事務局より説明を求めます。 

              (事務局長より「議長」との発言あり) 

   議長（田澤豊彦君） 事務局長。 

   事務局長（鈴木英司君） それでは、議案書の１３ページをお開き願います。 

   「議案第５号、福島県市町村総合事務組合を組織する団体数の減少及び福島県市町村 

   総合事務組合の規約の変更について」ご説明申し上げます。引き続き、議案説明資料 

   の方で説明をさせていただきます。 

    説明資料の１４ページをお開き願いたいと思います。 

    趣旨に記載のとおり、福島県市町村総合事務組合の構成団体であります郡山地方広 

   域市町村圏組合が、平成２２年３月３１日で解散、脱退するもの、また、公立小野町 

   地方総合病院組合が、平成２２年４月１日より公立小野町地方総合病院企業団と名称 

   を変更することについて協議をし、異議がない旨、議会の議決を求めるものでござい 

   ます。 

    以上が、議案第５号の説明でございます。ご審議のほど、よろしくお願い申し上げ 

   ます。 

   議長（田澤豊彦君） それでは、議案第５号の質疑を行います。 

              （「質疑なし」という声あり） 

   議長（田澤豊彦君） ないようですので、これをもって議案第５号に対する質疑を終 

   結します。 
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    これより討論に入ります。 

              （「討論なし」という声あり） 

   議長（田澤豊彦君） ないようですので、これをもって討論を終結し、採決します。 

    議案第５号は、これを原案どおり決定することにご異議ありませんか。 

              （「異議なし」という声あり） 

   議長（田澤豊彦君） ご異議なしと認めます。よって、議案第５号は、原案どおり可

決されました。 

(15) 議案第６号の説明、採決 

   議長（田澤豊彦君） 日程第１３、議案第６号「平成２１年度福島県後期高齢者医療 

   広域連合一般会計補正予算（第２号）」を議題とします。 

    事務局より説明を求めます。 

              (事務局長より「議長」との発言あり) 

   議長（田澤豊彦君） 事務局長。 

   事務局長（鈴木英司君） 「議案第６号、平成２１年度福島県後期高齢者医療広域連 

   合一般会計補正予算（第２号）」につきまして、ご説明申し上げます。議案書につきま 

   しては、別冊になってございますが、平成２１年度一般会計並びに特別会計補正予算 

   書をご準備いただきたいと思います。 

補正予算書につきましては、１ページから９ページまでの記載となってございます。 

説明につきましては、同じく別添にＡ４判の横の平成２１年度補正予算説明資料をご 

準備いただきたいと思います。それにより説明をさせていただきたいと思います。 

  説明資料の１ページをお開きいただきたいと思います。 

今回の補正額は、歳入歳出記載のとおり１８億２,４３６万８,０００円を増額する 

ものでございまして、補正後の額は次の２ページになりますけれども、それぞれ２９ 

億６,２３３万２,０００円とするものでございます。その内訳でございますけれども、 

恐れ入りますが、また１ページにお戻りいただきたいと思います。まず、歳入の第２ 

款国庫支出金におきまして、備考記載の部分でございますが、保険料の不均一賦課負 

担金減額８０万６,０００円につきましては、均一保険料との差額分を国と県が２分の 

１ずつ負担する制度でございまして、国庫負担金所要額が確定したことによるもので 

ございます。 

次に、高齢者医療制度円滑運営臨時特例交付金の１８億２,５９８万円でございます 

けれども、これは議案第３号でご説明いたしました保険料軽減の継続措置分でござい 

まして臨時特例基金で受け入れるものでございます。 

次に、第３款県支出金でございますけれども、均一賦課負担金の県負担分の減額分 

でございます。次に、歳出でございますけれども、下段左になりますが、第２款の総 

務費で見ておりました広報事業費１,９０４万８,０００円でございますけれども、こ 

れにつきましては特別会計の特例基金の対象事業となりましたことから、今回減額を 

しまして、予備費にその分を充てるものでございます。 

次に、第３款民生費でございますが、歳入でも触れましたとおり、円滑運営臨時 
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   特例交付金を基金に積み立てるとともに、保険料の不均一賦課負担金を特別会計への 

   繰出金から同額減額するものでございます。 

    以上が、議案の第６号の説明でございます。ご審議のほど、よろしくお願い申し上 

   げます。 

   議長（田澤豊彦君） それでは、議案第６号の質疑を行います。 

              （「質疑なし」という声あり） 

   議長（田澤豊彦君） ないようですので、これをもって議案第６号に対する質疑を終 

   結します。 

    これより討論に入ります。 

              （「討論なし」という声あり） 

   議長（田澤豊彦君） ないようですので、これをもって討論を終結し、採決します。 

    議案第６号は、これを原案どおり決定することにご異議ありませんか。 

              （「異議なし」という声あり） 

   議長（田澤豊彦君） ご異議なしと認めます。よって、議案第６号は、原案どおり可 

決されました。 

(16) 議案第７号の説明、採決 

   議長（田澤豊彦君） 日程第１４、議案第７号「平成２１年度福島県後期高齢者医療 

   広域連合後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）」を議題とします。 

    事務局より説明を求めます。 

              (事務局長より「議長」との発言あり) 

   議長（田澤豊彦君） 事務局長。 

   事務局長（鈴木英司君） それでは、引き続き平成２１年度の補正予算書をご準備願 

   います。 

   「議案第７号、平成２１年度福島県後期高齢者医療広域連合特別会計補正予算（第２ 

   号）」につきまして、ご説明申し上げます。予算書につきましては、１１ページから２ 

   ３ページまで記載してございますけれども、引き続き別冊のＡ４判横の補正予算の説 

明資料により、説明をさせていただきたいと思います。 

    説明資料の３ページをお開き願います。 

今回の補正額、特別会計歳入におきまして、右下計にございますように１０２億４ 

６１万８,０００円を減額するものでございまして、次のページ、４ページになります 

が、右下、合計補正額の歳入計を２,１１２億８,２４７万４,０００円とするものでご 

ざいます。 

次に、５ページをお開き願います。歳出でございます。 

右下、合計に記載の合計額、更に次ページの補正額後の歳出合計額、いずれも歳入 

と同額補正するものでございます。 

  それでは、その内容でございますが、恐れ入ります。５ページの方にお戻りいただ 

   きたいと思います。まず、歳出でございます。 

歳出の主な内容についてご説明申し上げます。 
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第１款総務費、上段細目でいいますと右側の方になりますが、後期高齢者医療特別 

対策事業１,５００万円の増でございます。これにつきましては、健康づくり事業の重 

要性から国に増額要望をしておりましたが、今回の措置と併せて６,０００万円の交付 

金措置がされることになったものでございます。市町村で展開される長寿健康増進事 

業に上乗せ補助するものでございます。 

次に、第２款の保険給付費では、当初計画より低位に見込まれますことから、療養 

の給付費で記載のとおり１１４億７,４７３万９,０００円の減、療養費、こちらは現 

金給付の方でございますけれども、１億２,７２４万４,０００円の増となりますけれ 

ども、下段左の方、保険給付費全体では１１３億２,２２６万１,０００円を減額見込

むものでございます。また、第７款の諸支出金でございますが、これは療養給付費の

負担金償還金１億１,３００万９,０００円、これは市町村の方の精算に伴うものでご

ざいます。 

それから、第８款の予備費でございます。国の普通調整交付金が当初見込みより厚 

く交付されたことに伴いまして、９億７,３０９万４,０００円の増額を見込んでござ

います。次の６ページの補正後の予備費の欄を、同じ予備費の欄をご覧いただきたい

と思います。約３０億の剰余金が確保できるものと考えるものでございます。 

   今度は歳入の部分ですが、３ページにお戻りいただきたいと思います。３ページに 

   お戻りいただきまして、歳入の主なものでございます。まず、第１款の市町村支出金 

   におきましては、保険料の負担金等で４億５,２３３万１,０００円の減、これは被保 

   険者数が当初見込みより少なかったことによるものでございます。また、歳出でご説 

   明いたしました保険給付費全体の減額によりまして、市町村の定率負担分７億４,３９ 

   ７万２,０００円の減、関連で、第２款で国庫支出金、これにつきましても国の定率負 

   担で２２億３,１９１万４,０００円の減、合わせまして第３款の県支出金、これも市 

   町村負担金同額の減となるものでございます。 

次に、中段右の方になりますが、第４款の支払基金交付金、これは現役世代からの

支援金でございまして、同様に保険給付費全体の減額によりまして５７億３,６７６万

２,０００円の減額となるものでございます。 

    以上が、議案第７号の説明でございます。よろしくご審議のほど、お願い申し上げ 

   ます。 

   議長（田澤豊彦君） それでは、議案第７号の質疑を行います。 

              （「質疑なし」という声あり） 

   議長（田澤豊彦君） ないようですので、これをもって議案第７号に対する質疑を終 

   結します。 

    これより討論に入ります。 

              （「討論なし」という声あり） 

   議長（田澤豊彦君） ないようですので、これをもって討論を終結し、採決します。 

    議案第７号は、これを原案どおり決定することにご異議ありませんか。 

              （「異議なし」という声あり） 
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   議長（田澤豊彦君） ご異議なしと認めます。よって、議案第７号は、原案どおり可

決されました。 

(17) 議案第８号の説明、採決 

   議長（田澤豊彦君） 日程第１５、議案第８号「平成２２年度福島県後期高齢者医療 

   広域連合一般会計予算」を議題とします。 

    事務局より説明を求めます。 

              (事務局長より「議長」との発言あり) 

   議長（田澤豊彦君） 事務局長。 

   事務局長（鈴木英司君） それでは、「議案第８号、平成２２年度福島県後期高齢者医

療広域連合一般会計予算」についてご説明いたします。 

 議案書につきましては、別冊の平成２２年度一般会計並びに特別会計予算書をお手 

   もとにご準備願いたいと思います。予算書では１ページから１３ページまでの記載と 

   なってございます。こちらの方も併せまして、別添のＡ４判横の平成２２年度当初予 

   算説明資料の方で説明をさせていただきたいと思います。 

    説明資料の方の２ページをお開きいただきたいと思います。 

記載のとおり、一般会計歳入歳出予算それぞれ８億５,６４９万６,０００円と定め 

るものでございます。 

    まず歳入でございますが、第１款分担金及び負担金８億９０万円、こちらは、構成 

市町村からの共通経費負担金でございます。これにつきましては、昨年度とほぼ同額 

程度に抑えることができたものでございます。 

    次に、第２款国庫支出金と第３款の県の支出金、それぞれ７８８万７,０００円でご 

   ざいますけれども、これは保険料不均一賦課負担金でございます。一つ飛びまして、 

   第５款繰越金３,５７５万円でございますが、これは前年度繰越金でございます。 

    次に、歳出でございます。下段でございまして細目で主な内容をご説明申し上げま 

   す。議会運営費９６万１,０００円でございますが、議員１６名の報償費等でございま 

   す。次に、派遣職員人件費等６,８２２万４,０００円でございますが、これについて 

   は事務局長、次長、総務課職員５名分、合計７名分の人件費と負担金等でございます。 

   次に、臨時職員雇用費６０７万２,０００円でございますが、臨時職員３名分の賃金等 

   でございます。次に、事務管理運営費８８２万４,０００円でございますが、これは職 

   員旅費、事務局運営に関わる役務費、委託料等でございます。次に、情報公開適正化 

   事業１９万３,０００円につきましては、委員５名分の報酬等でございます。会計管理 

   費は２２万円、選挙管理委員会費は５万２,０００円、これは選管委員４名の報酬等で 

ございます。監査委員１９万２,０００円につきましては、委員２名の報酬等でござい 

ます。後期高齢者医療事業６億２,１２７万２,０００円につきましては、特別会計へ

の繰出金となっておりまして、事務費等の操出金と保険料不均一賦課操出金等となっ

てございます。次に、派遣職員人件費１億２,８８０万円でございますけれども、これ

は業務課職員、これは本年度同様１６名分の人件費等でございます。次に、予備費と

しまして２,１６０万６,０００円を計上するものでございます。 
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 以上が、議案第８号の説明でございます。よろしくご審議のほど、お願い申し上げ 

   ます。 

   議長（田澤豊彦君） それでは、議案第８号の質疑を行います。 

              （「質疑なし」という声あり） 

   議長（田澤豊彦君） ないようですので、これをもって議案第８号に対する質疑を終 

   結します。 

    これより討論に入ります。 

              （「討論なし」という声あり） 

   議長（田澤豊彦君） ないようですので、これをもって討論を終結し、採決します。 

    議案第８号は、これを原案どおり決定することにご異議ありませんか。 

              （「異議なし」という声あり） 

   議長（田澤豊彦君） ご異議なしと認めます。よって、議案第８号は、原案どおり可 

決されました。 

(18) 議案第９号の説明、採決 

   議長（田澤豊彦君） 日程第１６、議案第９号「平成２２年度福島県後期高齢者医療 

   広域連合後期高齢者医療特別会計予算」を議題とします。 

    事務局より説明を求めます。 

              (事務局長より「議長」との発言あり) 

議長（田澤豊彦君） 事務局長。 

事務局長（鈴木英司君） 「議案第９号、平成２２年度福島県後期高齢者医療広域連

合特別会計予算」について説明をいたします。 

 引き続き、平成２２年度一般会計並びに特別会計予算書をご準備いただきたいと思 

   います。恐れ入りますが、予算書の１５ページをお開きいただきたいと思います。 

    予算書の１５ページ、まず第１条でございます。歳入歳出予算の総額は、それぞれ 

２,２０５億７,６５６万８,０００円と定めるものでございます。後ほど詳細説明資料 

の中で説明を申し上げます。次に、第２条の一時借入金でございます。医療費の支出 

１か月分の最高額１８０億円と定めるものでございます。次に、第３条の歳出予算の

流用でございます。第１号に記載のとおり、保険給付費の各項に計上された予算額に

過不足が生じた場合、同一款内で各項内の流用を認めることとするものでございます。 

 次に、特別会計予算につきましては、議案書の以降１６ページから３１ページまで 

   記載してございますけれども、先ほどのＡ４判横の予算説明資料の方でご説明したい 

   と思います。２２年度の当初予算説明資料の３ページをお開きいただきたいと思いま 

   す。特別会計の歳入について、こちらでは款項目節ごとに記載してございます。 

次に、４ページをお開き願います。こちらの方は、特別会計の歳出について細目ご 

とに記載をしたものでございます。 

  そういたしまして、次の５ページをお開き願います。こちらが特別会計に関わる財 

   政の概要をまとめたものでございます。こちらの方で説明をさせていただきたいと思 

   います。文字が小さく見にくいところもありますけれども、ご了承を願いたいと思い 



 - 18 - 

   ます。 

まず、上段、歳入歳出記載のとおり、それぞれ２,２０５億７,６５６万８,０００円、 

これがいわゆる２か年の財政計画の初年度分の予算でございます。記載はしておりま 

せんけれども、前年度の当初予算額より約２２億２,０００万円の増となってございま 

す。これは、被保険者の人数の増に伴うもの、それに伴って保険給付が伸びて増とな 

ったもの、それから、診療報酬の改定等の影響等を勘案したものでございます。 

まず、右側の歳出でございます。保険給付費が２,１７６億４,５９４万１,０００円 

   で、歳出全体の９８.７％を占めるものでございます。主なものをご説明申し上げます。 

    右上から、療養給付費２,０８７億４,０４８万６,０００円でございます。療養給付 

費については、その他下の方に訪問看護療養費、それから特別療養費、移送費、記載 

のとおりでございます。次に、審査支払手数料５億９,２３５万６,０００円でござい 

ますけれども、これはレセプトの内容が適正であるか審査する委託手数料でございま 

す。次に、高額療養費６９億３,９２９万３,０００円につきましては、被保険者の１ 

か月に支払った医療費が負担限度額を超えた場合に現金支給をする費用でございます。 

次に、高額介護合算療養費１億７,８７８万２,０００円でございますけれども、これ 

は介護保険サービスを合わせて受けている方で、両方の自己負担額の１年間の合計が 

一定の限度額を超えた場合に支給する費用として計上しているものでございます。そ 

れから、葬祭費７億７,２７０万円につきましては、亡くなった場合はお一人につき５ 

   万円を給付する費用でございます。 

次に、保険給付費以外のその他の支出でございますが、県の財政安定化基金拠出金 

２億２,５８６万５,０００円でございますが、これはリスクに対応するために国と県 

と広域連合が３分の１ずつ拠出して県に基金を設置しているものでございまして、保 

険料上昇抑制の一部財源となるものでもございます。次に、特別高額医療費共同事業 

拠出金等３,７６９万円でございますけれども、これは著しく高額な医療費を全国の各 

広域連合が共同で支えるための拠出金となってございます。次に、保健事業費３億２ 

０万２,０００円でございますが、これは５９市町村に委託をして健康診査事業を実施 

するための費用でございます。次に、総務費６億８,７８１万５,０００円につきまし 

ては、一般管理費、そして電算処理委託費等でございます。次に、諸支出金２,２７３ 

万２,０００円につきましては、保険料の還付金等でございます。次に、予備費につき 

ましては、次年度への繰越財源としまして１６億５,６３２万２,０００円を見込むも 

のでございます。先ほど料率の説明で申し上げましたけれども、２か年で均衡となる 

ような料率を設定してございまして、この分を次年度に繰り越すものとして考えてい 

るものでございます。 

 次に、そのための財源措置でございますが、左側の歳入をご覧になっていただきた 

   いと思います。歳入では、まずは国の調整交付金２０１億６,９２４万４,０００円で 

   ございます。これは広域連合間の被保険者にかかる所得格差による財政力の不均衡を 

   調整して交付されるものでございます。全国を１とした場合、本県の所得係数は０. 

   ６６でございまして、この格差の部分を保険料の所得割分の補填となる交付金という 
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   ものでございます。次に、定率国庫負担５２２億４,７５８万８,０００円、また、そ 

   の下の定率の県負担、市町村負担、同額の１７４億１,５８６万３,０００円、これに 

   ついては、現役並みの所得者を除いた部分の療養の給付費等に対して、国が１２分の 

   ３、県と市町村が１２分の１それぞれ定率で負担する額でございます。次に、支払基 

   金交付金８９４億５,３０８万７,０００円でございますけれども、これは支払基金が 

   各保険者から後期高齢者支援金として徴収しまして、広域連合に交付するものでござ 

   いまして、これが、いわゆる現役世代からの支援金４割分でございます。次に、保険 

   料１２６億８,７５７万２,０００円でございます。こちらは、市町村が徴収しまして 

   広域連合に保険料等負担金として納付するものでございます。 

次に、大変小さくて見にくい部分でございまして申し訳ございませんが、高額の医 

療費負担金１２億４,４４８万８,０００円につきましては、いわゆる高額な医療費に 

対しまして国と県が４分の１ずつ負担するものでございます。また、特別医療高額医 

療費共同事業については、歳出で説明しましたように、共同事業で取り組むための財 

政調整額でございます。次に、公費負担５８億５,６０７万５,０００円でございます 

けれども、保険基盤安定負担金４０億２,７１１万１,０００円につきましては、低所 

得者の保険料軽減分として市町村が４分の１、県が４分の３負担するものでございま 

す。また、不均一保険料の国、県の負担金１,５７７万４,０００円、それから、保険 

料軽減分の臨時特例基金の繰入金、先ほどご説明しました１８億１,３１９万円でござ 

います。次に、剰余金３０億４,６３３万円でございますけれども、平成２１年度繰越 

金でございまして保険料の増加抑制のための財源となるものでございます。次に、そ 

の他の収入１０億５４０万２，０００円につきましては、健康診査事業、また一般会 

計からの事務費等の繰入金でございます。なお、６ページ以降には参考資料としまし 

て、市町村ごとの負担金等を参考資料として添付してございますので、これについて 

は説明を省略いたしたいと思います。 

   以上が、議案第９号の説明でございます。よろしくご審議のほど、お願い申し上げ 

   ます。 

   議長（田澤豊彦君） それでは、議案第９号の質疑を行います。 

              （「質疑なし」という声あり） 

   議長（田澤豊彦君） ないようですので、これをもって議案第９号に対する質疑を終 

   結します。 

    これより討論に入ります。 

              （「討論なし」という声あり） 

   議長（田澤豊彦君） ないようですので、これをもって討論を終結し、採決します。 

    議案第９号は、これを原案どおり決定することにご異議ありませんか。 

              （「異議なし」という声あり） 

   議長（田澤豊彦君） ご異議なしと認めます。よって、議案第９号は、原案どおり可

決されました。 

   議長（田澤豊彦君） 配付してあります陳情２件については、配付のみとなりますの 
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   で、ご了承願います。 

(19) 閉会の宣告 

   議長（田澤豊彦君） これで本日の日程は全部終了しました。 

    以上で会議を閉じ、平成２２年第１回福島県後期高齢者医療広域連合議会定例会を 

   閉会いたします。 

ご苦労さまでした。 

                             （午後３時３５分） 
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